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1.研究開発課題路 :小児・若年者の視覚障害の早期発見・診断・治療・訓練 。リハビリ等の自立支援に資する技
術開発等に関する研究

2.研究開発代表者 :東 範行

(国立研究開発法人 国勧我育医療研究センター 眼科 。視覚科の
3.研究開発の成果
小児・若年者の視覚障害の早期発見・診断・治療・「llll練・リハビリ等の自立支援に資する技術開発について、以下

のテーマにつき研究を行い、成果を得名

1)眼疾患の形態・機能検査

i.眼底疾患のスクリーエング
眼底検査のため手持ち式デジタルカメラと広画角眼底カメラで乳幼児の検査を行い比較した。乳幼児の眼底スク

リーニングには広画角撮影の方が有用である。

上.眼底疾患の形態と機能の詳細な検査

広画角眼底カメラと光干渉断層計を用いて、小児の小さな眼球内の制服御気梢子体、視神経などの眼底組織を、

光学顕微鏡レ■レで水平方向および垂直方向に観察する方法を開発した。

2)電気生理学校査による機能の研究
手持ち網膜電図 (邸G)検査を使つて、小児の ERG記録を検討した 瞳子Lの大きさによって、沢J定値が異なる
ことを明ら力Wこした。

9 眼底疾患の早期発見と早期治療
未熟児網膜症 Stte4A～ 5ヤ葡肖子体手術を行い、4歳以上で視力測定が可能であった症例を対象として術後予後を

検討した。術後視力の鋭点からはstage 4Aの早期の段階で手術を行う方が有利と思われた。

つ 緑内障の早期発見と早期治療
i.眼底の3次元立体データの獲得

座位をとれない乳児、幼児の眼底立体データを獲得するために仰臥位でも画像を獲得する方法を開発した。

五.小児で確実にR睡を測定する方法の確立

小児の眼圧測定には適している機器と検査法を明ら力Wこした。

iii.刀も電の眼球形態の特徴を知る

前眼部光干渉断層計を用いて、眼軸長をそろえ洵我人と小児の前眼部形態を比較した。その結果、眼軸長が同じ

でもガも電は成人と比べてS鮒剣甲間の距離が長く、角膜曲率半径が大きV、 また水晶体の前方突出度が少ないことが

分かつた。

9 遺伝子変異の解析
Leber先天黒内障に対して次世代シークエンサを用いて変異探索を行った。その結果、新規の遺伝子変異を検出

した。

61 ジハビリテーション法

1.重症小児眼疾患の早期スクリーニング

乳幼児健診の実態から、視診におけるチェックボイント、判定基準を検討した。健診に導入するための施策が必

要であることを示した

マイルストーン2.重痘′j↓印鹸 患の早期ソハビリテーション

視覚支援学校と協力して、疾患・障害陶志じた早期相談・リハビリテーション法の実施法を権立した。


